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おける現在の問題点や今後の進展の方向を強く打ち出し

ているものばかりです．その発展のためには，国際間の

協力が重要であることは言うまでもありません．同時に

また，個々の問題の進展に，たとえば信楽のMUレー

ダーのような，新しい観測技術が役立っていることも明

らかです．

　ここまでの研究成果をふまえ，シンポジウムでは，さ

らに新しい国際協同研究が議論され提案されました．

MASH（Middle　Atmosphere　of　the　Southem　Hemi－

sphere）もそのひとつです．

　会議の合間に，外国からの参加者達はみな，京都市内

や近郊の素晴らしい名所旧跡を訪れたり，日本独自の生

活習慣一特に食事など一に接したりして，異国での滞在

を楽しむことができました．参加者の多くはまた，シン

ポジウムの前後の期間を利用して，あちこちの大学や研

究所を訪れ，講演を行ったり，日本の若手研究者達と討

論をかわしたりする機会に恵まれました．

　今回のシンポジウムの主催者をはじめ，日本の皆様か

ら頂いた暖いおもてなしに対し，われわれはこころから

お礼の言葉を述べたいと思います．そして，いつかまた

機会があれば，もう一度日本に行ってみたいと願ってい

ます．1985年1月，ベルリンにて（原文凋逸語，廣田

勇訳）．
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